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教 育 目 標 〇よりよく考え進んで学習する子 〇心豊かで思いやりのある子 〇体をきたえ最後までやりぬく子

雨の日が続きますが・・・
沖縄地方もようやく梅雨を感じられるようになりました。毎日じめじめとした日が続きます。気分的

にはさわやかとはいえずしばらく我慢の時期かもしれません。そんな中、各教室ではクーラーが稼働し
快適な中で学習しています。もちろん、休み時間には空気の入れ換えなど、これまで同様感染症対策も
実施しています。体調管理に気をつけて、１学期終盤を頑張りましょう。

水泳学習開始！

６月に入り、まちにまった水泳学習がスタートしま
した。今年度は６年生からの開始です。コロナ感染
症のため制限が多かったここ数年ですが、今年はの
びのびと学習できそうです。まだ少し肌寒さは感じ
ますが、みんな楽しく学習に取り組んでいます。

安全祈願

１年生の授業

５年生の授業

ＨＰ更新中！

学校の情報をもっともっと皆さんに知ってもら
おうと、学校ＨＰを随時更新しています。家庭
に配布したお知らせや、毎日の下校時刻など掲
載しております。是非、ご活用下さい。

児童の活躍

島尻郡小学生陸上競技大会（6/10）
４年男子１００ｍ
第１位 島袋愛士

共通女子ジャベリックボール投げ
第２位 緑川夏連

プール清掃

平和集会

６月１２日に、崎原真弓さんをお招きして平和
学習を行いました。崎原さんはてぃーだ観光で
歌い、踊り、語りの特技を生かし、平和ガイド
として活躍されています。
迫真の演技で沖縄戦の様子を伝え、児童の心に
も強く伝わったようでした。最後は全員で平和
への思いを込めて「いのちのリレー」を歌いま
した。２３日は慰霊の日です。ご家庭でも平和
について話す機会にしてください。



※ 学校教育（行事や学校生活、学校運営に関すること）について、ご意見をお聞かせください。ご要望やご
意見、ご相談でもかまいません。お気軽にお寄せください。

「平和」について考える。～自分たちにできること～

今月の２３日は「慰霊の日」です。
皆さんは「慰霊の日」について、もちろんしっています
ね。
沖縄戦で亡くなった人の霊を慰め平和を祈る日です。

７８年前、沖縄や日本、世界中で大きな戦争がありまし
た。沖縄ではアメリカ軍が上陸し長い間地上戦が行われ
ました。住民は逃げ場がなく、南部の端のほうへ追いつ
められていったそうです。逃げ場のなくなった住民は、
銃で撃たれたり、爆弾を受けたり、中には崖から飛び降
りたりして自分で命を絶つものもいたそうです。

そんな悲劇を忘れてはいけない、繰り返してはならない
と制定されたのが「慰霊の日」です。この日は各家庭で、
しっかりと平和について考える日にしてください。

日本は今、７８年前の出来事を深く反省し、戦争を起こ
してはいません。
しかし、世界に目を向けると世界のどこかでいつでも戦
争は起こっています。罪や恨みのない人同士が殺しあう。とても悲しいことだとは思いませんか？

世界中の人が、戦争はよくないことだとわかっています。ではなぜ戦争は起こるのでしょうか？
・1つ目は「考え方」の違いです。民族や宗教の異なる人たちが、その考えの違いから争いを起こ
すことがあります。

・２つ目は「資源」の争いです。金やダイヤモンド、石油やウランなど、鉱物資源が出る国では、
それをめぐった争いが起こることがあります。暴力で資源を独占し、お金を得ようとします。

・３つ目は「政治」の争いです。例えば、ひとりや少人数が政治を独占する「独裁政権」が続いた
時に、住民がその政治に反対して、国内の争い「内戦」を起こすことがあります。

・４つ目は「領土」の争いです。例えばアフリカの場合、ヨーロッパの国がアフリカの国を支配す
る「植民地」の時代に、ヨーロッパの人たちの都合で勝手に国が分けられました。この時ひか
れた国境線が実態と合わず、はっきりしないことが多いことから、国同士が領土を主張する紛
争が起こることがあります。

さて、みなさんは「平和な世の中」にするためにどのようなことができるでしょう。

校長先生は３つの事が必要だと思います。
・１つ目は、「歴史を良く学び、同じ過ちを起こさない」ということです。これは第二次世界大戦
から７８年間、戦争を起こしていないことからしっかりできていることかもしれません。

・２つめは相手を思いやり、他人を傷つけない心をもつことです。自分だけがよければ・・という
考えではどうしても争いは起きてしまいます。自分の利益だけでなく、みんなの幸せを考えるこ
とのできる人になりましょう。

世界の中の平和を築くためには、まず自分と自分の身の回りの「小さな平和」をつくっていくこと
も大切です。互いに助け合い、思いやりの心をもって人と接してほしいと思います。

運動会についてご意見をお聞かせください。 自由覧

ご意見・ご要望・ ご相談
等 なんでも OK です。

校長直通メールです。
お気軽にご連絡ください。


